
 

東村山フレッシュコンサート 

 

若い音楽家たちの登竜門の一つとして、また東村山市民の文化向上を目指して始めた

このクラシックコンサートも、早いもので来年には 25回を迎える事になります。 

 四半世紀を迎えるにあたり、「東村山フレッシュコンサート」の生い立ちに触れてみた

いと思います。 

平成元年（1989 年）、秋津公民館を本拠地としてささやかな「新人コンサート」を開

催いたしました。 

これは「チケット売りなどの資金集め、お

客集めに奔走するクラシック界でのコンサー

トスタイルの実態になんとか新風を加えるこ

とはできないものか？ 地域にこだわらない

優秀な演奏者を広く一般から公募し、資金集

め、お客集めに奔走することなく、演奏に集

中していただく。これにより新しい音楽好き

の方々を開拓すると共に地域の人々により良 

い音楽を還元してもらう事ができないもの

だろうか？」という、東村山市文化協会前

会長村上俊三氏の呼びかけに賛同した東村

山市や東村山近辺に在住する音楽家 6名が

東村山音楽指導者協会を設立し、手弁当で

始められたものです。 

5 回ほど続けた時、村上

会長の運動で多摩六都の事

業となり、会場も東村山市

中央公民館に移して「多摩

六都フレッシュコンサート」

として開催する運びになり

ました。 

その後、平成 26 年度からは、

東村山市と東村山市教育委員会の

主催、東村山市文化協会の共催事

業と形を変え、あらたに「東村山

フレッシュコンサート」として開

催しております。 

現在では、8月にオーデション、 
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10 月に本番というスケジュールで、

東村山の市民の方々にも広くご理

解をいただく事ができ、オーディシ

ョンには 20組から 30組ほどが参加

し、本番には毎回 300名以上のお客

様がコンスタントにご来場下さる

ようになりました。 

平成 29 年度第 23 回のコンサート

では、学生 4 組、新人 6 組による声

楽をはじめとした、ピアノソロ、マ

リンバ、管楽器など様々なステージ

プログラムが展開されました。当市

にゆかりある出演者も 3 組の方が合

格され、オペラ「ラ・ボエーム」な

どのオペラアリアやピアノ独奏を披

露して下さいました。 

また、2 年続けて合格される方も

現われ、ステージを降りて客席の皆

様の前で演奏を盛り上げて下さるな

ど、演奏会に花を添えて頂きました。 

平成 27 年より「東村山フレッシ

ュコンサート」となったことで、チ

ラシ・チケット・プログラムを文化

協会が手づくりで編集することに

なりました。 

出演者作成の原稿をもとに、審査

委員長西先生を軸に数名の編集委

員で毎年、暑い夏に公民館集会室で 

汗をかきなが

ら校正・編集

作業に取り組

んでいます。 

作曲者の名

前・曲の名称

は、各国各年

代で表記や原

語が異なり、 
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回 平成年月日 曜 摘 要 

 元年  
東村山音楽指導者
協会が秋津公民館
で「新人コンサー
ト」を開催 

 2  

 3  

 4  

 5  

1 
6.10.8 学生 土 多摩六都主催 

東村山市共催 

「多摩六都フレッ

シュコンサート」 

東村山音楽指導者

協会と文化協会が

運営 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22年度から 

NPOとなった 

文化協会が運営を

受託 

6.10.16 新人 日 

2 7.10.8 日 

3 8.10.6 日 

4 9.10.12 日 

5 10.10.18 日 

6 11.10.17 日 

7 12.10.15 日 

8 13.10.14 日 

9 14.10.13 日 

10 15.10.5 日 

11 16.10.3 日 

12 17.10.2 日 

13 18.10.8 日 

14 19.10.14 日 

15 20.10.19 日 

16 21.10.18 日 

17 22.10.17 日 

18 23.10.16 日 

19 24.10.6 土 

20 26.1.18 土 

21 27.1.17 土 東村山市・東村山

市教育委員会主催

文化協会共催 

22 28.10.2 日 

23 29.10.1 日 

フレッシュコンサートの変遷 

いずれも午後 2 時開演。学生の部と新人の部がある。 
平成 27 年度は中央公民館耐震化工事のため休止 



 

それを統一する作業は

編集委員の見解も加わ

って白熱しますが、話

がまとまるとともにそ

の曲の本質もわかって

きます。 

今後もより多くの

方々に、若手演奏家に

よる音楽へのいざない

をご提供できるよう、

東村山市と協力して東

村山フレッシュコンサ

ートの更なる発展を図

って参りたいと考えて

おりますので、何卒皆

様のご理解とご協力を

賜りますようよろしく

お願いいたします。 
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